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七年祭、巡行祭。若宮の子供たちによる子供太鼓。
佐伎治神社に各山車が一斉に集まり、奉納をします。
七年祭、巡行祭。若宮の子供たちによる子供太鼓。
佐伎治神社に各山車が一斉に集まり、奉納をします。
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副 

議 

長

井
ノ
元  

康 

夫

副
議
長
就
任
の
ご
挨
拶

　
春
に
行
わ
れ
ま
し
た
、
統
一
地
方
選
挙

で
、
４
名
の
新
人
議
員
が
誕
生
し
新
た
な

体
制
と
な
り
、
臨
時
議
会
で
副
議
長
の
重

責
を
担
う
こ
と
と
な
り
、
身
の
引
き
締
ま

る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

人
口
減
少
が
進
み
、
従
来
の
制
度
や
仕
組

み
が
大
き
く
変
化
す
る
中
、
町
議
会
の
果

た
す
役
割
は
極
め
て
重
要
で
あ
り
ま
す
。

議
会
一
丸
と
な
っ
て
、
多
く
の
課
題
に
全

力
で
取
り
組
み
、
積
極
的
に
政
策
提
言
を

行
う
な
ど
、
更
な
る
活
性
化
に
向
け
て
努

力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
議
長
を
支
え
、
公
正
か
つ
円
滑
な
議
会

運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
皆
様
の
ご

指
導
ご
鞭
撻
の
程
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

議 

長
上  

尾  

　  

郎

議
長
就
任
の
ご
挨
拶

　
佐
伎
治
神
社
の
七
年
大
祭
の
祭
囃
子
が

聞
こ
え
る
中
で
、﹁
令
和
﹂
の
新
し
い
時
代

の
幕
が
上
が
り
ま
し
た
。

　
４
月
の
統
一
地
方
選
挙
で
は
、
３
名
の

議
長
経
験
者
の
先
輩
が
引
退
さ
れ
て
４
名

の
新
人
議
員
が
加
わ
り
、
５
月
の
臨
時
議

会
の
組
織
替
え
に
於
き
ま
し
て
議
長
に
就

任
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
職
責
の
重
さ
を

感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
今
回
の
議
会
構
成
で
は
、
特
別
委
員
会

を
改
編
し
て
﹁
総
合
計
画
・
総
合
戦
略
調
査

特
別
委
員
会
﹂﹁
議
会
改
革
調
査
特
別
委
員

会
﹂を
設
置
し
ま
し
た
。

　
令
和
の
新
時
代
に
向
け
て
、
高
浜
町
の

最
上
位
計
画
の
﹁
新
総
合
計
画
﹂
と
人
口
減

少
対
策
の
視
点
で
実
施
す
る
戦
略
と
重
点

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
定
め
る
﹁
総
合
戦
略
﹂
の

策
定
や
町
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
議
会
活
動

に
活
か
し
、
議
会
の
活
性
化
を
図
る
な
ど

の
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
高
浜
原
子
力
発
電
所
や
災
害
制
圧
道
路

の
整
備
ま
た
、
高
齢
者
・
防
災
対
策
な
ど
、

町
の
諸
課
題
に
対
し
、
高
浜
町
民
の
暮
ら

し
の
﹁
安
全
と
安
心
﹂
を
守
る
為
に
議
会
と

し
て
付
託
に
応
え
る
と
と
も
に
﹁
信
頼
さ
れ

る
議
会
﹂﹁
開
か
れ
た
議
会
﹂
を
目
指
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
皆
様
の
叱
咤
激
励
を
お
願
い
致
し
ま
し

て
、
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

-新 人 議 員 ご 挨 拶-

　令和時代にふさわしく、信頼される議会づくりと誰もが住みよいまちづ
くりに微力ながら精いっぱい尽力いたしますのでよろしくお願いします。松  岡  茂  和

新人議員

　まず私を議員にして頂いた、有権者の皆様方に感謝すると共に、お礼を
述べたいと思います。私は町民の貴重な税金から報酬を頂く身と成りまし
た、私は町の発展の為に働きます。公約やその他の課題に結果を出すべく
努力します。ビジョンを示し、驕る事なく謙虚な姿勢で仕事に臨む所存で
す。町づくりにはコミュニケーションが何よりも大切です、お気軽にお声
がけ下さい。

矢  野  秀  夫
新人議員

　若者から高齢者まで幅広く、皆さまの声を届け、互いに支えあい、協力
し合えるよう頑張ります。よろしくお願い致します。松  井  昭  人

新人議員

　このたび4月の高浜町議会選挙において、多くの方々のご支援をいただ
き議会に立つことができました。初心を忘れることなく、親しみやすく開
かれた議会を目指し、皆様からの声を大切にした議会活動や政策提言に取
り組んでまいります。

河  島  浩  彦
新人議員
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高浜町議会構成表 令和元年5月8日現在

議　長

■常任委員会 ■議会運営委員会

上尾　德郎 副議長 井ノ元　康夫

総務産業 7人

・委 員 長　大塚ひとみ
・副委員長　磯部　武史 

松井　昭人・矢野　秀夫
井上　順也・西野　朋宏
井ノ元康夫

    

・委　　員

厚生文教 
 
 

7人

・委 員 長　廣瀬とし子
・副委員長　河島　浩彦 

松岡　茂和・児玉　千明
小幡　憲仁・上尾　德郎
渡邊　　孝

・委　　員

予算決算 13人

・委 員 長　小幡　憲仁
・副委員長　児玉　千明

議長を除く全員
・委　　員

■特別委員会

原子力対策 13人

・委 員 長　松岡　茂和
・副委員長　大塚ひとみ

議長を除く全員
・委　　員

総合計画・総合戦略調査 6人

・委 員 長　西野　朋宏
・副委員長　小幡　憲仁

松井　昭人・児玉　千明
井上　順也・廣瀬とし子

・委　　員

議会改革調査 7人

・委 員 長　大塚ひとみ
・副委員長　松岡　茂和

河島　浩彦・矢野　秀夫
井ノ元康夫・磯部　武史
渡邊　　孝

・委　　員

広　報 6人

・委 員 長　児玉　千明
・副委員長　松井　昭人

 河島　浩彦・松岡　茂和
矢野　秀夫・井上　順也

・委　　員

議会運営 6人

・委 員 長　磯部　武史
・副委員長　西野　朋宏

児玉　千明・大塚ひとみ
小幡　憲仁・廣瀬とし子

・委　　員

若狭消防組合議会議員…松井昭人・松岡茂和・井上順也

若狭広域行政事務組合議会議員…大塚ひとみ・磯部武史・小幡憲仁

福井県後期高齢者医療広域連合議会議員…上尾德郎

嶺南広域行政組合議会議員…上尾德郎・小幡憲仁

高浜町監査委員…井上順也

総合計画・総合戦略調査特別委員会

　高浜町の最上位計画である「総合計画」及び将来の人口展望を踏ま
えた「総合戦略」を令和３年度に新たに策定されることから、特に人
口減少対策の視点から実施する戦略と重点プロジェクトを精査し、
目指すべき将来像を検討するため町議会として、その緒問題を調査・
審議することを目的に設置しました。

高浜町の将来を展望し目指すべき将来像を示す!!

委員長 西野　朋宏

議会改革調査特別委員会

　議会改革の取り組みは、これまでも先達により行われてきました
が、今一度、議会がどうあるべきか、議員がどうあるべきか、今の
ままの議会運営でよいか、その目指す姿を実現するための課題は何
か。それらの検討にあたっては、町民の皆さんとの対話から糸口を
見つけていきたいと思っています。
　委員会の傍聴や、テーマを決めての話し合いの場を設けますので、
是非ご参加ください。

町民に信頼される議会を目指して！

委員長 大塚ひとみ

■改選に伴い、議会構成が変わりました！

■新たに特別委員会が立ち上がりました！
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第 139 号

消費税・地方消費税の増税により生じる
負担増加による消費への影響を緩和

ジョリーファーム（いちご農園）

　2019年10月に予定されている消費税・地方消費税の10％への引き上げが低所得者・子
育て世帯（0～2歳児）の消費に与える影響を緩和するとともに、地域における消費を喚起し
下支えすることを目的として、プレミアム付商品券の販売を行う市区町村に対し、その実施
に必要な経費を国が全額補助で実施される事業である。

　商品券の1枚当たりの額面は、利用しやすい5百円に設定予定であり、分割販売も可能と
なるように検討されている。取扱業者は高浜町内の店舗を対象として公募される。
（財源　国庫補助金　1619万1千円）

①2019年度住民税非課税者
　・購入限度額：額面2.5万円（販売額 2万円）
②2016年4月2日～ 2019年9月30日までに
　生まれた子が属する世帯の世帯主
　・購入限度額：額面2.5万円（販売額 2万円）×3歳未満の子の数

　昨年度は、第一次産業分
野(特に農業）に特化し、
事業体制のスリム化を図っ
てきた。
　事業体制スリム化に於い
て常務役員含め9名だった
が、平成31年度は、4名
の新体制でスタートする。
　令和元年度に於いては、
経営基盤である直営の企業
園芸（令和元年９月本格運
営）を園芸施設工事期間中
の安全・予定工期完成に注

力し、本格稼動に向け組織体制の充実を図り、組織の若返り、後継者の育成を視野に入れ人
材の発掘を戦略的に開始。
　経営基盤の早期安定化を図るとともに、高浜町の一次産業の活性化目指している。
自主事業としては、ジョリーファーム（いちご農園）の管理業務契約の継続、直営園芸の開始(令
和2年度計画は60ｔ／年＝5000万円）を予定している。

長期的な赤字経営からの抜け出しを目指す

（
株
）い
き
い
き
タ
ウ
ン

高
浜
経
営
状
況
報
告

プ
レ
ミ
ア
ム
付

商
品
券
助
成
事
業

（河島浩彦）

（松井昭人）

●割引率：20％（プレミアム補助額：5千円）
●使用可能期間：2019年10月～ 2020年3月までの間で高浜町が定める期間
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は
消
費
税
増
税
で
あ
る
。

　

政
府
の
消
費
税
増
税
に
伴
う
低
所
得

者
対
策
に
よ
る
保
険
料
減
免
に
伴
う
保

険
料
収
入
の
減
額
と
、
不
足
額
の
一
般

会
計
か
ら
の
補
て
ん
で
あ
る
。

　

消
費
税
増
税
の
是
非
に
関
わ
ら
ず
賛

成
と
す
べ
き
。

　

消
費
税
増
税
に
よ
る
消
費
の
落
ち
込

み
対
策
で
あ
る
。

本
会
議
で
の
質
疑
・
討
論

　
高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
、
風
し

　
ん
第
5
期
予
防
接
種
の
対
象
者
、
実

　
施
方
法
、
周
知
方
法
に
つ
い
て
伺
う
。

　

高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
お
よ
び

風
し
ん
予
防
接
種
対
象
者
は
、
７
月
に

個
別
通
知
す
る
。

　

10
月
予
定
の
消
費
税
増
税
に
関
わ
る

政
策
経
費
が
多
く
計
上
さ
れ
て
い
る
。

　

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
は
、
増
税
に

よ
る
所
得
が
低
い
方
や
子
育
て
世
帯
の

方
へ
の
影
響
緩
和
を
行
う
も
の
で
あ

る
。

　

介
護
保
険
料
軽
減
と
い
う
が
、
財
源

議
案
第
36
号

討
論反

対
討
論

反
対
討
論

渡
邊
　
孝 

議
員

議
案
第
38
号

討
論反

対
討
論

反
対
討
論

渡
邊
　
孝 

議
員

議
案
第
37
号

討
論反

対
討
論

反
対
討
論

渡
邊
　
孝 

議
員

賛
成
討
論

賛
成
討
論

井
上
順
也 

議
員

賛
成
討
論

賛
成
討
論

小
幡
憲
仁 

議
員

保
健
福
祉
課
長 議

案
第
36
号

質
疑

井
上
順
也
議
員

七年祭神輿

6月定例会では以下の議案を慎重審議しました
松

井

河

島

松

岡

矢

野

児

玉

西

野

井

上

大

塚

上

尾

廣

瀬

井

ノ

元

磯

部

小

幡

渡

邊

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇×

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇×

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇×

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

××××××××××××〇

議
決
結
果

関
連
ペ
ー
ジ

令和元年度高浜町
一般会計補正予算（第１号）議案第36号 賛成多数

可決

賛成多数
可決

賛成多数
可決

全員賛成
可決

全員賛成
可決

全員賛成
可決

全員賛成
可決

全員賛成
可決

賛成少数
不採択

P５・P10

P５・P12

P４・P５
P11

P12

P11

P11

P12

ー

P11

令和元年度高浜町
介護保険特別会計補正予算（第１号）議案第37号

高浜町町税条例の一部を
改正する条例議案第38号

高浜町保健福祉センター
空調設備更新工事請負契約議案第39号

道路改良工事（町道柿ヶ渡線）
第3工区請負契約議案第40号

道路改良工事（町道柿ヶ渡線）
第4工区請負契約議案第41号

高浜中学校空調設備
改修工事請負契約議案第42号

日本政府に「核兵器禁止条約」への
賛同と批准を求める意見書の提出に
関する請願

請願第3号

高浜町議会会議規則の一部を改正
する規則発委第2号

○…賛成　×…反対　△…棄権　▲…欠席等
※議長は採決に参加しないので「／」となります

●
予
防
接
種
事
業
に
つ
い
て

●
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
助
成
事
業
に
つ
い
て

●
介
護
保
険
料
減
免
に
伴
う

　
　
　
　
　
　
　 

補
正（
減
額
）修
正
に
つ
い
て

●
地
方
税
法
等
の
改
正
に
伴
う
町
税

　
　
　
　
　
　
　
　 

条
例
一
部
改
正
に
つ
い
て

議会だより138号の発委１号で全員賛成で可決とありましたが、賛成多数で可決の間違いです。お詫びして訂正いたします。
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赤
ふ
ん
バ
ス
の
フ
リ
ー

パ
ス
制
度
導
入
に
向
け
料
金

な
ど
最
適
な
バ
ラ
ン
ス
を

探
っ
て
い
る
。
次
年
度
当
初

よ
り
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
い
。

　

周
遊
バ
ス
は
、
立
地
適
正

化
計
画
で
も
触
れ
ら
れ
て
お

り
、
J
R
、
路
線
バ
ス
、
交

通
事
業
者
に
お
い
て
議
論
を

進
め
て
い
る
。

　

輪
島
市
等
で
実
証
実
験
が

行
わ
れ
て
い
る
新
た
な
公
共

交
通
シ
ス
テ
ム
は
、
コ
ン
パ

ク
ト
化
を
目
指
す
高
浜
町
に

お
い
て
も
親
和
性
が
高
い
。

　

実
証
実
験
の
動
向
を
注
視

し
て
い
く
。

　
　

ブ
ル
ー
フ
ラ
ッ
グ
認
証
効

果
と
そ
の
結
果
の
対
応
は
、
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　

町
全
体
の
観
光
入
込
数

は
、
取
得
前
後
3
ヵ
年
、
9

千
人
増
加
し
て
い
る
。
今
後

は
海
水
浴
以
外
の
春
か
ら
秋

に
か
け
て
の
ス
ポ
ー
ツ
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
や
キ
ャ
ン
プ
に

も
目
を
向
け
る
。

　

鎌
倉
、
須
磨
な
ど
の
有
名

ビ
ー
チ
の
こ
れ
ま
で
の
取
り

組
み
を
活
か
し
て
い
く
。

◆
高
浜
町
の
交
通
安
全
対
策

に
つ
い
て

　
　

保
育
所
の
散
歩
中
や
、
小

●一般質問／議員個人が行政の執行状況や、将来に対する考え方の報告や説明を求め、適正であるかチェックする

中
学
校
の
行
事
中
に
お
け

る
子
供
た
ち
の
命
を
守
る

た
め
の
交
通
安
全
対
策
が

図
ら
れ
て
い
る
の
か
。

　
　

列
を
乱
さ
な
い
、

車
道
に
出
な
い
な
ど
基

本
を
指
導
。
前
後
に
教

職
員
が
つ
い
て
安
全
確

認
を
行
い
移
動
し
て
い

る
。

　

高
浜
駅
前
の
横
断
歩

道
表
示
の
塗
り
な
お
し

は
７
月
に
行
う
。

◆
食
品
ロ
ス
削
減
の
対
応
に

つ
い
て

　
　
「
食
品
ロ
ス
削
減
推
進
法
」

が
成
立
し
た
。

　

町
の
対
応
は
。

　
　

も
っ
た
い
な
い
意
識
の

啓
発
、
国
、
県
の
取
り
組
み

と
歩
調
を
合
わ
せ
て
い
く
。

●
そ
の
他

　

認
証
４
年
目
で
、
こ
れ
か

ら
が
正
念
場
。
受
入
れ
体
制

の
充
実
な
ど
、
効
果
に
つ
な

げ
る
対
策
を
と
る
べ
き
で
あ

る
。

A

A
A

ブルーフラッグ認証効果はQ
A 取得前後３ヵ年の平均海水浴客は
９千人増加井上 順也 議員
QQ

Q

高齢者の移動手段確保と
中心市街地の活性化対策を

Q

　
　

高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
に
よ
る

事
故
の
報
道
が
後
を
絶
た
な

い
。

　

移
動
手
段
の
確
保
が
必
要
で

あ
る
。

　

以
前
の
答
弁
で
、
周

遊
バ
ス
は
運
行
事
業
者

の
人
手
不
足
で
難
し
い

と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

輪
島
市
等
が
無
料
で
運

行
し
て
い
る
、周
遊
カ
ー

ト
は
２
種
免
許
が
必
要

な
く
、
人
材
不
足
問
題

の
ハ
ー
ド
ル
が
下
が
る
。

　

中
心
市
街
地
活
性
化

に
も
つ
な
が
る
周
遊
バ

ス
の
導
入
を
求
め
る
。

Q

A

磯部 武史 議員
A 高齢者の安全性、利便性を
絶えず追及していく

4年目を過ぎ、正念場の和田ビーチ

桐生市の低速コミュニティバス

輪島市の周遊カート
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介
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質
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児
童
の
通
学
路
の
安
全
対

策
に
つ
い
て
最
近
園
児
が
交
通

事
故
に
巻
き
込
ま
れ
、
幼
い
命

が
失
わ
れ
る
と
い
う
痛
ま
し
い

事
故
が
発
生
し
て
い
る
。

　

交
差
点
で
信
号
待
ち
を
す
る

児
童
が
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。

安
全
対
策
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。

　
　

交
差
点
周
辺
や
横
断
歩

道
な
ど
、
事
故
の
危
険
性
が

高
い
場
所
に
お
い
て
、
各
学

校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
民
生
委
員
、

老
人
会
な
ど
の
方
々
に
協
力

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
登
下

校
を
見
守
っ
て
い
る
。

◆
住
宅
整
備
に
つ
い
て

　
　

中
町
広
場
内
の
町
管
理
の

住
宅
が
老
朽
化
し
て
い
る
。
町

の
中
心
に
あ
る
た
め
、
景
観
が

悪
い
。
対
策
を
考
え
て
い
る
か
。

　
　

来
年
度
に
解
体
撤
去
を

行
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

通学路になっている交差点

核のゴミを排出し続ける、高浜原子力発電所

●一般質問／議員個人が行政の執行状況や、将来に対する考え方の報告や説明を求め、適正であるかチェックする

り
、
核
の
ゴ
ミ
の
後
始
末
も
確

立
さ
れ
て
い
な
い
な
か
で
非
常

に
無
責
任
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　

核
燃
料
サ
イ
ク
ル
や
高

速
炉
開
発
は
、
発
電
以
上
に

廃
棄
物
の
減
容
化
や
有
毒
性

の
軽
減
効
果
が
図
れ
る
た
め

期
待
し
て
い
る
。

　
　

国
保
財
政
の
基
盤
は
弱

い
。
全
国
知
事
会
は
国
に
１
兆

円
の
国
保
へ
の
公
費
投
入
を
求

め
て
い
る
。

　

ま
た
、
全
国
市
長
会
は
子
育

て
世
帯
の
負
担
軽
減
を
図
る
た

め
、
子
ど
も
に
係
る「
均
等
割
」

保
険
税
を
軽
減
す
る
支
援
制
度

を
国
に
求
め
て
い
る
。
高
浜
町

で
も
実
施
で
き
な
い
か
。

　
　
「
均
等
割
」を
廃
止
す
れ

ば
一
世
帯
当
た
り
に
係
る「
平

等
割
」保
険
税
が
増
加
す
る
。

加
入
者
負
担
の

適
正
化
に
取
り

組
む
。

◆
原
発
の
バ
ッ

ク
エ
ン
ド
対
策

に
つ
い
て

　
　

町
長
は
、
衆

議
院
原
子
力
問
題

調
査
特
別
委
員
会

に
参
考
人
と
し
て

出
席
さ
れ
た
。

　

そ
の
発
言
の
中

で
核
燃
料
サ
イ
ク

ル
政
策
に
固
執
さ

れ
た
が
、
そ
れ
は

原
発
を
動
か
し
続

け
る
た
め
で
あ

国民健康保険税の軽減をQ
A 負担の適正化に取り組む

渡邊 　孝 議員
A

A

幼保無償化法案可決に伴う
給食費実費徴収について問うQ

A ３～５歳児の保育料は無料、
給食費は実費徴収

QQ

　
　

先
ご
ろ
幼
保
無
償
化
が
可

決
さ
れ
、
本
年
10
月
か
ら
施
行

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
当
町
で

は
、
現
在
第
２
子
が
基
準
額
の

半
額
、
第
３
子
は
無
料
で
あ
る
。

　

無
料
化
の
施
行
を
受
け
、
当

町
で
は
ど
の
よ
う
に
料
金
体
系

が
変
わ
る
の
か
。

　
　

無
償
の
対
象
と
な
る
の

は
あ
く
ま
で
施
設
の
利
用
料

で
あ
り
、
給
食
費
等
は
対
象

外
と
な
る
。
こ
れ
ま
で
は
保

育
料
に
含
ま
れ
て
い
た
給
食

費
に
つ
い
て
、
10
月
以
降
、

別
途
徴
収
す
る
こ
と
と
な
る
。

Q

QQ

A

AA

廣瀬 とし子 議員
令和元年10月からの保育料

第１子 全額 無料
0～2歳児 3～5歳児

徴収
第2子 半額 無料 徴収
第3子 無料 無料 無料

給食費

●幼児教育・保育無償化により、3～5歳児の保育料は無料となりますが、
　給食費は実費徴収となります。
●保育料や給食費がかかる場合であっても、年収が一定未満などの条件を
　満たす世帯は減免制度があります。
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す
る
。
外
国
人
労
働
者
や
外

国
人
観
光
客
増
加
を
見
据
え
、

多
言
語
表
示
案
内
板
の
設
置

等
対
策
を
実
施
す
る
。

　
　

原
子
力
規
制
委
員
会
は
テ

ロ
等
特
別
重
大
事
故
対
処
施
設

工
事
が
、
５
年
の
期
限
に
完
成

で
き
な
け
れ
ば
運
転
さ
せ
な
い

と
の
表
明
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ

に
対
す
る
見
解
は
。

　
　

５
年
が
妥
当
か
疑
う
が

決
定
し
た
以
上
事
業
者
に
尽

力
頂
く
。

　
　

以
前
か
ら
も
、
防
犯
カ
メ

ラ
設
置
の
議
論
が
さ
れ
て
い
る

が
、
高
浜
町
は
防
犯
カ
メ
ラ
の

設
置
は
し
な
い
の
か
。

　
　

防
災
や
、
道
路
情
報
の

為
の
カ
メ
ラ
と
兼
用
し
て
い

る
が
、
防
犯
設
置
カ
メ
ラ
を

設
置
す
る
予
定
は
な
い
。
現

在
11
箇
所
の
設
置
。 

　　
交
通
安
全
も
兼
ね
、
公
用

車
は
も
ち
ろ
ん
ド
ラ
イ
ブ
レ

コ
ー
ダ
ー
見
守
り
隊
の
よ
う
な

も
の
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
、

防
犯
カ
メ
ラ
よ
り
安
価
で
、
警

察
と
連
携
し
民
間
に
も
協
力
を

●一般質問／議員個人が行政の執行状況や、将来に対する考え方の報告や説明を求め、適正であるかチェックする

募
れ
ば
抑
止
力
と
し
て
効
果
的

な
の
で
は
。

　
　

公
用
車
の
ド
ラ
イ
ブ
レ

コ
ー
ダ
ー
設
置
率
は
20
％
、

順
次
設
置
し
て
い
く
。
敦
賀

市
で
、
そ
の
よ
う
な
取
り
組

み
を
し
て
い
る
の
は
把
握
し

て
い
る
。
小
浜
警
察
署
か
ら

要
望
が
あ
れ
ば
、
検
討
し
た

い
。

●
そ
の
他

　

学
校
に
お
け
る「
働
き
方
改

革
」の
現
状
に
つ
い
て
。
投
票

率
の
向
上
を
図
る
施
策
に
つ

い
て
。
を
質
問

A

A

動く防犯カメラ、
ドライブレコーダーの活用できないかQ

A 小浜警察署から要望があれば
児玉 千明 議員

QQ

野瀬町政の最重要課題と
その対応は

Q

　
　

財
政
豊
か
な
高
浜
町
も
人

口
減
少
、
少
子
高
齢
化
が
進
み

消
滅
自
治
体
に
含
ま
れ
て
い

る
。
今
は
生
活
重
視
の
政
策
が

最
重
要
と
考
え
る
が
野
瀬
町
長

の
考
え
は
。

　
　

日
本
創
生
会
議
が
２
０

４
０
年
迄
に
８
９
６
の
自
治

体
消
滅
の
可
能
性
を
発
表
。

高
浜
町
は「
ま
ち
、
ひ
と
、
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
」を
策
定

し
、
人
口
減
少
対
策
を
進
め

て
い
る
。
人
口
維
持
が
喫
緊

の
課
題
で
あ
る
。

　

防
災
、
医
療
、
教
育
、
雇

用
等
体
制
整
備
が
必
要
で
あ

り
今
後
は
人
材
確
保
、
育
成

が
鍵
と
な
る
。

　
　
労
働
力
確
保

の
た
め
の
高
齢

者
、
女
性
、
外
国

人
就
労
対
策
は
。

　
　

高
齢
者
就

労
は
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー

が
活
躍
。

　

女
性
就
労
は

男
女
共
同
参
画

プ
ラ
ン
を
推
進

Q

Q

QA

A

A

松岡 茂和 議員
A 人口維持が喫緊の課題、
人材確保・育成が鍵
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以
前
か
ら
も
、
防
犯
カ
メ

ラ
設
置
の
議
論
が
さ
れ
て
い
る

が
、
高
浜
町
は
防
犯
カ
メ
ラ
の

設
置
は
し
な
い
の
か
。

　
　

防
災
や
、
道
路
情
報
の

為
の
カ
メ
ラ
と
兼
用
し
て
い

る
が
、
防
犯
設
置
カ
メ
ラ
を

設
置
す
る
予
定
は
な
い
。
現

在
11
箇
所
の
設
置
。 

　　
交
通
安
全
も
兼
ね
、
公
用

車
は
も
ち
ろ
ん
ド
ラ
イ
ブ
レ

コ
ー
ダ
ー
見
守
り
隊
の
よ
う
な

も
の
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
、

防
犯
カ
メ
ラ
よ
り
安
価
で
、
警

察
と
連
携
し
民
間
に
も
協
力
を

●一般質問／議員個人が行政の執行状況や、将来に対する考え方の報告や説明を求め、適正であるかチェックする

募
れ
ば
抑
止
力
と
し
て
効
果
的

な
の
で
は
。

　
　

公
用
車
の
ド
ラ
イ
ブ
レ

コ
ー
ダ
ー
設
置
率
は
20
％
、

順
次
設
置
し
て
い
く
。
敦
賀

市
で
、
そ
の
よ
う
な
取
り
組

み
を
し
て
い
る
の
は
把
握
し

て
い
る
。
小
浜
警
察
署
か
ら

要
望
が
あ
れ
ば
、
検
討
し
た

い
。

●
そ
の
他

　

学
校
に
お
け
る「
働
き
方
改

革
」の
現
状
に
つ
い
て
。
投
票

率
の
向
上
を
図
る
施
策
に
つ

い
て
。
を
質
問

質
疑
に
答
え
た
。
政
府

や
国
会
議
員
は
原
子
力

政
策
に
関
し
積
極
的
な

意
見
の
発
信
が
な
く
矢

面
に
立
た
な
い
。
立
地

自
治
体
が
行
動
す
る
ほ

か
な
い
と
感
じ
た
。

◆
保
育
士
の
職
場
待

遇
の
改
善
に
つ
い
て

　
　

保
育
士
の
育
児
休

業
の
取
得
や
勤
務
中
の

休
憩
時
間
確
保
の
実
態

は
ど
う
か
。

　
　

一
年
間
の
育
児
休

業
取
得
が
多
い
。
休
憩
は
午

睡
時
間
に
取
っ
て
い
る
が
、

午
後
４
時
以
降
に
な
る
場
合

も
あ
る
。
保
育
士
の 

職
場
待

遇
の
改
善
に
取
り
組
む
。

●
そ
の
他

　
「
孫
守
支
援
制
度
」に
つ
い

て
も
質
問

　
　

野
瀬
町
長
は
今
年
４
月
、

国
会
に
出
席
し
意
見
陳
述
さ
れ

た
。
ネ
ッ
ト
で
拝
見
し
た
が
立

地
自
治
体
の
思
い
を
見
事
に
代

弁
さ
れ
て
い
た
。

　

町
長
は
ど
の
よ
う
な
感
想
を

持
た
れ
た
か
。
ま
た
、
国
が
原

子
力
の
推
進
方
針
を
明
確
に
示

し
て
い
な
い
中
で
、
立
地
自
治

体
の
今
後
の
取
り
組
み
は
如
何

に
あ
る
べ
き
か
。

　
　

衆
議
院
原
子
力
問
題
調

査
特
別
委
員
会
に
出
席
し
、

原
子
力
政
策
の
明
確
化
、
バ
ッ

ク
エ
ン
ド
対
策
、
交
付
金
制

度
等
に
つ
い
て
意
見
陳
述
し

国の原子力政策に対する
立地自治体の今後の取り組みはQ

A 今後の日本のエネルギー政策に
とって立地自治体の行動が非常に重要小幡 憲仁 議員

A

A

海洋プラスチックごみ問題を
町としてどのように捉えているかQ

A 観光・食・健康への影響が懸念
される喫緊の課題と認識している

Q

Q

大塚 ひとみ 議員
　
　

世
界
的
、
地
球
的
規
模
の

海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
問
題

は
、
我
が
町
に
と
っ
て
も
観
光
・

漁
業
、
居
住
環
境
へ
影
響
を
及

ぼ
す
も
の
で
あ
る
。
年
々
増
加

す
る
こ
の
ご
み
に
つ
い
て
、
町

と
し
て
今
何
が
出
来
る
か
。

　
　

回
収
は
海
岸
清
掃
と
し

て
業
者
に
委
託
発
注
、
地
元

住
民
の
定
期
的
な
清
掃
を
頂

い
て
い
る
。
発
生
抑
制
は
不

法
投
棄
の
監
視
や
分
別
の
徹

底
の
呼
び
掛
け
等
強
化
、
総

量
減
は
エ
コ
バ
ッ
ク
持
参
や

レ
ジ
袋
を
断
る
等
、
引
き
続

き
の
住
民
理
解
の

周
知
が
必
要
と
考

え
る
。
環
境
教
育

は
町
内
小
学
校
4

年
生
が
清
掃
セ
ン

タ
ー
見
学
や
ご
み

拾
い
体
験
を
通
し

大
切
さ
を
学
ん
で

い
る
。「
海
洋
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
ご
み
対

策
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
」に
沿
っ
て

国
・
県
の
動
向
を

注
視
し
対
応
し
て

い
く
。

　
　

大
学
等
進
学
で
の
高
浜
町

独
自
の
奨
学
金（
給
付
型
）制
度

の
早
期
創
設
を
。

　
　

現
在
、
給
付
型
で
は
な

く
、
奨
学
金
の
貸
与
を
受
け

て
大
学
等
に
進
学
し
卒
業
後

に
高
浜
町
に
居
住
す
る
者
に

対
し
て
の
施
策
と
し
て「
返
還

支
援
」を
検
討
、
整
備
し
た
い
。

Q

Q

A

A

海洋プラスチックゴミ

衆議院の委員会で答弁に立つ野瀬町長



10●予算決算委員会／予算議案、決算議案に関する事項を審査する常任委員会

新

年

挨

拶

ト
ピ
ッ
ク
ス

採

決

一
覧

質

疑

討

論

一
般

質

問

委
員
会
報
告

◇
6
月
10
日（
月
）　

●
議
案
第
36
号

■
令
和
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
９
４
５
９
万
１
千

円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
１
０
６
億
２
２

７
３
万
６
千
円
と
す
る
。

【
総
務
費
】

◎
総
合
行
政
シ
ス
テ
ム
変
更
業
務

委
託
料
…
３
０
０
万
９
千
円

　
幼
児
教
育
無
償
化
に
伴
う
シ
ス
テ
ム
変
更
に

　
関
し
無
償
化
の
影
響
に
つ
い
て
質
疑
。

　

無
償
化
対
象
は
保
育
料
の
み
で
給
食
費
は

含
ま
れ
な
い
。

　

高
浜
町
は
給
食
費
を
保
育
料
に
含
む
た

め
、
無
償
化
後
は
給
食
費
分
を
負
担
す
る
こ

と
に
な
る
が
、
詳
細
取
扱
い
は
現
時
点
で
不

確
定
。

　

ま
た
、
第
２
子
保
育
料
半
額
、
第
３
子
全

額
無
料
の
影
響
も
詳
細
は
不
確
定
と
答
弁
が

あ
っ
た
。

【
商
工
費
】

◎
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業

…
１
６
１
９
万
３
千
円

　
消
費
税
増
税
対
策
で
国
が
実
施
す
る

　
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
発
行
つ
い
て
質
疑
。

　

高
浜
町
商
工
会
が
販
売
し
、
対
象
と
な
る

住
民
税
非
課
税
世
帯
と
３
歳
未
満
児
の
保
護

者
に
商
品
券
を
販
売
。

　

コ
ン
ビ
ニ
で
も
使
え
る
よ
う
に
す
る
こ
と

と
、
５
千
円
単
位
で
分
割
購
入
を
可
能
と
し

額
面
も
少
額
化
す
る
な
ど
便
宜
性
を
高
め
る

と
答
弁
が
あ
っ
た
。

【
土
木
費
】

◎
道
路
改
良
事
業
…
２
３
５
４
万
円

　
佐
伎
治
踏
切
拡
幅
に
伴
う
道
路
改
良
設
計

　
業
務
委
託
に
つ
い
て
質
疑
。

　

踏
切
幅
員
、
車
道
６
ｍ
、
歩
道
2
・
5
ｍ

が
確
保
さ
れ
る
計
画
で
あ
る
こ
と
や
事
業
実

予算決算
常任委員会報告

　　　　　　　　　　　委員長  小幡 憲仁

佐伎治踏切拡幅に伴う周辺道
路改良促進の必要性を指摘

拡幅予定の佐伎治踏切

拡幅事業推進を要望している佐伎治神社参道

交通量が増加した一の橋交差点

現
の
経
緯
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

南
山
手
線
や
佐
伎
治
神
社
参
道
、
子
生
川
の

一
の
橋
交
差
点
の
改
良
整
備
に
つ
い
て
早
急

な
事
業
推
進
を
要
望
。



11 ●総務産業委員会／総務、産業振興、税務、建設整備、上下水道などの議案を審査する常任委員会

新

年

挨

拶

ト
ピ
ッ
ク
ス

採

決

一
覧

質

疑

討

論

一
般

質

問

委
員
会
報
告

柿ヶ渡線

柿ヶ渡線平面図

用
を
行
い
、
国
策
と
し
て
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
安
定
供
給
を
や
っ
て
き
た
と
い
う
自
負
が

あ
る
。

　

こ
の
意
見
書
は
核
を
否
定
し
て
い
る
内
容

で
あ
り
、
賛
成
は
難
し
い
。　

　

発
電
所
を
誘
致
し
て
い
る
我
が
町
か
ら
意

見
書
を
提
出
す
る
こ
と
は
反
対
」と
の
意
見

が
あ
っ
た
。

●
議
案
第
38
号

　

高
浜
町
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

　

こ
の
条
例
は
、
地
方
税
法
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
に
伴
う
改

正
で
あ
る
。

　

委
員
か
ら
は
、
単
身
児
童
扶
養
者
の
非
課

税
措
置
の
対
象
者
数
と
対
象
要
件
に
つ
い
て

質
疑
が
あ
り
、
理
事
者
側
か
ら
83
名
、
未
婚

の
ひ
と
り
親
で
あ
り
、
女
性
、
男
性
の
区
別

は
な
い
と
の
回
答
が
あ
っ
た
。

　

ま
た
、単
身
児
童
扶
養
者
の
申
請
方
法
や
、

ど
の
よ
う
に
周
知
す
る
の
か
の
問
い
に
は
、

確
定
申
告
の
際
に
申
告
書
類
に
記
載
す
る
。

あ
る
い
は
給
与
所
得
者
が
事
業
者
に
提
出
す

る
扶
養
申
請
書
に
、
新
た
に
未
婚
の
ひ
と
り

親
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
を
申
告
す
る
も
の

で
あ
り
、
一
般
的
な
広
報
と
し
て
行
う
が
、

個
別
に
広
報
す
る
こ
と
ま
で
は
し
な
い
と
の

回
答
が
あ
っ
た
。

　

●
議
案
第
40
号

　
道
路
改
良
工
事（
町
道
柿
ケ
渡
線
）第
３

工
区
請
負
契
約
に
つ
い
て

・
契
約
金
額　
　
　
　
　

５
億
４
２
１
６
万
円

・
契
約
相
手
方　
　
　
　

吉
田
開
発
株
式
会
社

●
議
案
第
41
号

　
道
路
改
良
工
事（
町
道
柿
ケ
渡
線
）第
４

工
区
請
負
契
約
に
つ
い
て

・
契
約
金
額　

３
億
４
０
１
７
万
８
４
０
０
円

・
契
約
相
手
方　
　
　
　
　

株
式
会
社　

平
川

　

関
連
議
案
の
為
、
一
括
審
議
を
行
っ
た
。

　

こ
の
道
路
改
良
工
事
は
、
町
道
柿
ケ
渡
線

ル
ー
ト
を
見
直
し
、
防
災
機
能
を
備
え
た
２

車
線
道
路
と
し
て
整
備
し
直
す
こ
と
で
、
避

難
道
路
の
多
重
性
確
保
と
地
域
住
民
の
利
便

◇
6
月
11
日（
火
）

●
請
願
第
３
号

　

日
本
政
府
に「
核
兵
器
禁
止
条
約
」へ
の
賛

同
と
批
准
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
関
す

る
請
願

　

委
員
か
ら
は
、「
核
を
持
っ
て
い
る
国
と
、

持
た
な
い
国
が
あ
る
現
状
で
、
力
の
均
衡
が

保
た
れ
平
和
に
繋
が
っ
て
お
り
、
心
情
的
に

は
分
か
る
が
、
現
実
的
に
核
の
傘
で
守
ら
れ

て
い
る
こ
と
や
、
離
脱
し
た
ら
日
本
が
ど
う

な
る
の
か
を
も
っ
と
真
剣
に
考
え
る
べ
き
で

あ
る
。

　

ま
た
、
高
浜
町
と
し
て
、
原
子
力
平
和
利

総務産業
常任委員会報告

　　　　　　　　　　　委員長  大塚 ひとみ

旧柿ケ渡線、避難道路の多
重性確保と利便性向上へ

性
向
上
を
図
る
も
の
で
あ
る
。

　

工
事
に
あ
た
り
指
名
競
争
入
札
の
落
札
業

者
が
決
定
し
た
た
め
、
請
負
契
約
を
締
結
す

る
た
め
の
議
会
議
決
で
あ
る
。

　

委
員
か
ら
は
現
在
の
柿
ケ
渡
線
の
勾
配
・

幅
員
と
、
そ
れ
が
工
事
を
す
る
と
ど
う
な
る

の
か
。
ま
た
積
雪
時
の
対
策
は
。
の
問
い
に
、

12
％
、
15
％
と
い
う
急
勾
配
の
と
こ
ろ
も
あ

る
。
今
後
は
最
高
勾
配
で
も
7.5
％
と
な
る
。

か
つ
２
車
線
と
な
る
。
融
雪
装
置
も
検
討
し

た
が
、
水
源
が
確
保
で
き
な
い
為
設
置
は
し

な
い
。
除
雪
路
線
と
し
て
指
定
し
、
必
要
箇

所
に
融
雪
凍
結
剤
を
配
置
予
定
と
の
回
答
が

あ
っ
た
。　

　

そ
の
他
、工
事
管
理
に
つ
い
て
の
質
疑
や
、

神
野
制
圧
道
路
の
早
期
完
成
の
要
望
な
ど
が

あ
っ
た
。



12●厚生文教委員会／教育、保健、福祉などの議案を審査する常任委員会

づ
け
が
消
費
増
税
に
よ
る
も
の
な
の
で
反

対
。
消
費
税
は
低
所
得
者
ほ
ど
負
担
が
重
く

な
る
逆
進
性
の
強
い
税
制
で
あ
る
と
の
意
見

が
あ
っ
た
。

　

賛
成
者
か
ら
は
、
商
品
開
発
増
税
対
策
と

し
て
の
介
護
保
険
税
条
例
が
改
正
さ
れ
、
今

回
の
補
正
は
、
保
険
税
条
例
の
改
正
に
伴
っ

た
適
正
な
金
額
の
補
正
で
あ
る
と
の
意
見
が

あ
っ
た
。

●
議
案
第
39
号

■
高
浜
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
―

空
調
設
備
更
新
工
事
請
負
契
約

　

当
施
設
は
平
成
15
年
度
に

町
民
の
健
康
維
持
増
進
及
び

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
推
進
す
る

た
め
の
拠
点
施
設
で
あ
り
、

診
療
所
も
併
設
し
て
い
る
。

　

空
調
設
備
に
つ
い
て
は
、

毎
年
保
守
点
検
を
行
い
、
そ

の
都
度
不
具
合
箇
所
の
修
繕

を
実
施
し
て
い
る
。

　

近
年
は
不
具
合
が
多
発

し
、
修
繕
部
品
の
発
注
に
時

間
が
か
か
る
。

　

約
１
ヶ
月
間
、
工
事
箇
所

の
み
空
調
機
器
が
使
用
で
き

な
い
。

◇
6
月
12
日（
金
）

●
議
案
第
37
号

■
令
和
元
年
度
高
浜
町
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

　

消
費
税
率
の
引
き
上
げ
に
伴
い
、
低
所
得

者（
第
１
段
階
〜
第
３
段
階
）の
令
和
元
年
度

の
介
護
保
険
料
率
を
変
更
す
る
た
め
、
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

第
１
号
被
保
険
者
に
か
か
る
介
護
保
険
料

の
軽
減
措
置
を
強
化
し
た
こ
と
に
伴
う
経
費

を
補
正
で
計
上
す
る
。

　

反
対
者
か
ら
は
低
所
得
者
向
け
の
保
険
料

の
低
減
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
財
源
の
裏

厚生文教
常任委員会報告

　　　　　　　　　　　委員長  廣瀬 とし子

　介護保険条例の
一部改正

●
議
案
第
42
号

■
高
浜
中
学
校
空
調
設
備改

修
工
事
請
負
契
約

　

多
く
の
生
徒
が
熱
中
症
の
危
険
や
、
暑
さ

に
伴
う
授
業
へ
の
集
中
力
低
下
等
が
危
惧
さ

れ
て
い
る
た
め
、
学
習
環
境
の
改
善
、
ま
た

教
職
員
の
職
場
環
境
の
改
善
を
図
る
た
め
、

設
置
20
年
経
過
し
た
空
調
設
備
の
改
修
及
び

未
設
備
特
別
教
室
へ
の
空
調
設
備
設
置
を
実

施
す
る
。

Kurumuのフリースペース Kurumu視察の様子

子育ての支援の仕組み

◆
視
察
報
告

◇
６
月
12
日（
金
）　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

Ｋ
ｕ
ｒ
ｕ
ｍ
ｕ（
く
る
む
）

　

設
置
後
１
年
の
状
況
を
確
認
す
る
た
め

k
u
r
u
m
u（
く
る
む
）を
視
察
。

①
チ
ー
ム
支
援
力
の
強
化

②
妊
娠
期
か
ら
の
家
族
支
援

新

年

挨

拶

ト
ピ
ッ
ク
ス

採

決

一
覧

質

疑

討

論

一
般

質

問

委
員
会
報
告
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●原子力対策委員会／原子力に対する方針や、対策などを審査する特別委員会
●議会改革調査委員会／議会活性化を図るため、議会を取り巻く解決すべき諸課題を調査・検討する特別委員会

◇
６
月
14
日（
金
）　

◆
新
体
制
で
意
見
交
換

　

新
体
制
で
今
後
の
原
子
力
対
策
特
別
委
員

会
に
つ
い
て
意
見
交
換
し
た
。
課
題
山
積
す

る
中
、
1
・
2
号
機
再
稼
働
、
廃
棄
物
中
間

貯
蔵
場
所
、
安
全
対
策
工
事
等
喫
緊
の
課
題

を
中
心
に
調
査
審
議
す
る
こ
と
に
し
、ま
た
、

町
民
の
意
見
を
聞
く
場
を
設
け
、
議
会
の
意

思
が
示
さ
れ
る
よ
う
研
鑽
を
積
む
こ
と
を
確

認
し
た
。

◆
高
浜
原
子
力
発
電
所
視
察

　

安
全
対
策
工
事
等
の
現
状
を
調
査
す
る
た

め
、
高
浜
発
電
所
を
視
察
し
た
。

　

宮
田
所
長
に
よ
る
新
基
準
適
合
性
審
査
の

実
施
状
況
、
1
・
２
号
機
の
安
全
性
向
上
対

策
工
事
の
実
施
状
況
、
テ
ロ
等
特
定
重
大
事

故
等
対
策
施
設
に
つ

い
て
説
明
を
受
け

た
。

　

そ
の
後
、
重
大
事

故
発
生
時
の
事
故
制

圧
、
拡
大
防
止
を
図

る
事
故
対
応
指
揮
が

で
き
る
よ
う
設
置
さ

れ
た
緊
急
時
対
策
所

の
地
下
通
信
、
情
報

設
備
や
完
成
し
た
ば

か
り
の
事
故
対
応
時
の
宿
泊
、
待
機
、
資
材

保
管
場
所
で
あ
る
免
震
事
務
棟
内
部
を
視
察

し
た
。

　

従
来
か
ら
の
安
全
対
策
工
事
に
加
え
特
定

重
大
事
故
対
処
施
設
工
事
の
期
限
内
完
成
を

目
指
し
24
時
間
体
制

で
大
規
模
工
事
が
施

工
さ
れ
て
お
り
、
順

調
に
進
め
ら
れ
て
い

る
報
告
を
受
け
た
。

　

異
常
時
の
高
浜
町

へ
の
緊
急
連
絡
要
請

と
事
故
の
な
い
よ
う

に
工
事
に
万
全
を
期

さ
れ
る
よ
う
要
望
し

た
。

原子力対策
特別委員会報告

　　　　　　　　　　　委員長  松岡 茂和

安全性向上対策工事
実施状況を確認

◇
６
月
13
日（
木
）　

◆
町
民
に
信
頼
さ
れ
る　

議
会
を
目
指
し
て

　
「
地
方
分
権
時
代
に
あ
り
、
多
様
な
民
意

を
集
約
し
町
政
に
反
映
す
る
議
会
運
営
が
求

め
ら
れ
て
お
り
、
一
層
の
議
会
活
性
化
を
図

る
た
め
、
解
決
す
べ
き
諸
課
題
に
つ
い
て
調

査
を
行
う
必
要
が
あ
る
」と
の
目
的
を
掲
げ
、

特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
た
。

　

新
人
議
員
を
含
む
、
初
め
て
の
委
員
会
で

あ
り
、
住
民
に
開
か
れ
た
議
会
、
住
民
の
信

頼
を
得
る
議
会
に
す
る
に
は
ど
う
し
て
い
く

か
等
、
運
営
に
つ
い
て
の
要
望
、
意
見
聴
取

を
行
っ
た
。
委
員
か
ら
は
、
議
会
運
営
に
関

す
る
こ
と
と
し
て
、①
議
場
の
採
決
ボ
タ
ン

の
使
用
、②
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
導
入（
ペ
ー
パ
ー

レ
ス
化
）、③
議
場
内
の
録
音
、④
議
員
バ
ッ

ジ
の
着
用
等
に
つ
い
て
調
査
項
目
が
挙
げ
ら

れ
た
。
ま
た
、
議
会
の
機
能
・
活
動
内
容
に

関
す
る
こ
と
と
し
て
、①
情
報
公
開
の
徹
底
、

②
議
員
定
数
削
減
・
議
員
報
酬
の
改
定
、③

通
年
制
、④
議
員
の
通
称
使
用
、⑤
議
員
間
討

議
、⑥
一
般
質
問
か
ら
政
策
提
言
へ
の
し
く

み
等
が
挙
げ
ら
れ
た
。
議
会
運
営
委
員
会
と

の
住
み
分
け
を
調
整
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の

課
題
を
調
査
検
討
す
る
に
あ
た
り
、
す
べ
て

を
含
む「
議
会
基
本
条
例
」の
制
定
を
中
間
目

標
と
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

　

最
も
意
見
の
多
か
っ
た「
情
報
公
開
の
徹

底
」に
つ
い
て
は
次
回
の
検
討
事
項
と
す
る

こ
と
を
決
め
委
員
会
を
終
了
し
た
。

議会改革調査
特別委員会報告

　　　　　　　　　　　委員長  大塚 ひとみ

「議会基本条例」の
制定を中間目標に

新

年

挨

拶

ト
ピ
ッ
ク
ス

採

決

一
覧

質

疑

討

論

一
般

質

問

委
員
会
報
告



14
●総合計画・総合戦略／総合計画、総合戦略の戦略や重点プロジェクトを調査し審議する委員会
●若狭消防組合議会／若狭町までの嶺南地域の消防組合で構成された議会

の
特
性
を
反
映
し
た
住
民
と
行
政
と
が
一
体

と
な
っ
た
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ

と
が
で
き
る
計
画
と
し
、
特
に
人
口
減
少
問

題
に
お
け
る
様
々
な
課
題
等
を
十
分
に
勘
案

し
、「
持
続
可
能
な
開
発
目
標（
S
D
G
S
）」

の
理
念
を
踏
ま
え
つ
つ
、
次
の
視
点
を
重
点

に
、
計
画
づ
く
り
を
行
う
。

■
新
計
画
策
定
の
実
施
体
制

■
新
計
画
の
策
定
期
間

　

令
和
元
年
４
月
か
ら
令
和
３
年
３
月
ま
で

の
２
か
年
、
令
和
２
年
12
月
議
会
に
お
い
て

行
政
か
ら
基
本
構
想
案
が
提
出
さ
れ
、
審
議

を
行
う
。

◇
6
月
13
日（
木
）

■
新
総
合
計
画
策
定
の
趣
旨

　

現
総
合
計
画
の
計
画
期
間
が
令
和
２
年
度

を
も
っ
て
終
了
す
る
こ
と
か
ら「
新
た
な
総

合
計
画
」を
策
定
す
る
必
要
が
あ
る
。

■
新
計
画
の
適
応
期
間

　

令
和
３
年
度
か
ら
令
和
12
年
度
ま
で
の
10

年
間
、
令
和
7
年
度
に
後
期
5
年
間
の
必
要

な
見
直
し
を
行
う
。

■
新
計
画
策
定
の
視
点

　

社
会
経
済
動
向
の
変
化
に
対
応
し
、
地
域

総合計画・総合戦略
特別委員会報告

　　　　　　　　　　　委員長  西野 朋宏

総合計画策定方針
(案)の検討

一　

社
会
情
勢
の
的
確
な
把
握
と
対
応
を
踏
ま

　
　

え
た
計
画
づ
く
り
。

二　

地
域
特
性
を
反
映
し
た
計
画
づ
く
り
。

三　

住
民
参
画
に
よ
る
身
近
で
分
か
り
や
す
い

　
　

計
画
づ
く
り
。

四　

町
職
員
参
画
の
計
画
づ
く
り
。

五　

各
分
野
の
計
画
と
整
合
性
の
あ
る
計
画
づ

　
　

く
り
。

六　

持
続
可
能
な
行
政
財
政
運
営
の
推
進
と
実

　
　

現
性
・
実
行
性
の
あ
る
計
画
づ
く
り
。

一　

高
浜
町
総
合
計
画
審
議
会（
有
識
者
）

二　

総
合
計
画
町
民
ワ
ー
キ
ン
グ
委
員
会

　
　
（
住
民
代
表
か
ら
構
成
）

三　

総
合
計
画
策
定
委
員
会（
町
職
員
）

四　

総
合
計
画
検
討
委
員
会

　
　
（
検
討
委
員
会
の
設
置
）

新

年

挨

拶

ト
ピ
ッ
ク
ス

採

決

一
覧

質

疑

討

論

一
般

質

問

委
員
会
報
告

若狭消防組合

　　　　　　　　　　　組合議員  井上 順也

第187回若狭消防組合
議会臨時会

◇
5
月
29
日（
水
）

　

若
狭
消
防
組
合
本
部
議
場

　

議
長
、
副
議
長
選
挙
が
行
わ
れ
、
議
長
に

下
中
雅
之
議
員（
小
浜
市
）、
副
議
長
に
猿
橋

巧
議
員（
お
お
い
町
）が
、
選
出
さ
れ
た
。

●
議
案
第
１
号

◆
令
和
元
年
度
若
狭
消
防
組
合
議
会

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

　

機
能
別
分
団
設
立
お
よ
び
災
害
対
応
力
強

化
事
業
と
し
て
、
保
安
防
、
作
業
服
等
の
支

給
、
貸
与
品
の
見
直
し
。【

全
員
賛
成
で
可
決
】

●
議
案
第
２
号

◆
若
狭
消
防
組
合
議
会
監
査
委
員
の

選
任
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

福
谷
洋
議
員（
若
狭
町
）が
全
員
賛
成
で
同

意
さ
れ
た
。

【
全
員
賛
成
で
同
意
】

◇
6
月
12
日（
水
）　

　

若
狭
消
防
署
高
浜
分
署

　

第
45
回
福
井
県
消
防
救
助
技
術
大
会
出
場

に
伴
う
激
励
会
が
行
わ
れ
、
は
し
ご
登
は
ん

３
名
、
ロ
ー
プ
応
用
登
は
ん
２
チ
ー
ム
の
訓

練
を
視
察
し
た
。

　

６
月
19
日
に
実
施
さ
れ
た
県
大
会
に
お
い

て
ロ
ー
プ
応
用
登
は
ん
の
１
チ
ー
ム
が
優
勝

し
、
８
月
25
日
に
岡
山
県
で
行
わ
れ
る
、
全

国
大
会
に
出
場
す
る
。

ロープ応用登はん訓練のようす
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●嶺南広域行政組合／敦賀以西の6市町で構成された広域の行政組合
●若狭広域行政事務組合／ 4市町( 若狭、小浜、おおい、高浜)が一体となって特定の行政事務の合理化を図る組合

◇
3
月
25
日（
月
）　

　

敦
賀
市
立
図
書
館

●
議
案
第
１
号

◆
平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　
【
主
な
内
容
】

　

介
護
認
定
支
援
シ
ス
テ
ム
の
障
害
に
伴
う

和
解
金
が
生
じ
た
こ
と
に
よ
る
予
算
の
増
額

補
正

●
議
案
第
2
号

◆
平
成
31
年
度
若
狭
広
域
行
政
事
務
組
合

一
般
会
計
予
算

　

【
主
な
内
容
】

　

障
害
支
援
区
分
認
定
事
務
費
と
広
域
ご
み

焼
却
施
設
の
整
備
に
向
け
た
既
存
施
設
の
解

体
工
事
費
な
ど
で
予
算
規
模
２
億
６
１
１
１

万
８
千
円
と
す
る
も
の
。

●
議
案
第
３
号

◆
障
害
支
援
区
分
認
定
審
査
会
の
委
員
の

定
数
等
定
め
る
条
例
制
定

●
議
案
第
4
号

◆
管
理
者
等
の
報
酬
お
よ
び

費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
改
正

【
主
な
内
容
】

　

認
定
審
査
委
員
の
定
数
と
報
酬
額
を
定
め

る
も
の
。

　

全
議
案
と
も【
全
員
賛
成
で
可
決
】

若狭広域行政事務組合

　　　　　　　　　　　代表議員  小幡 憲仁

平成31年
第1回定例会の報告

新

年

挨

拶

ト
ピ
ッ
ク
ス

採

決

一
覧

質

疑

討

論

一
般

質

問

委
員
会
報
告

◇
3
月
26
日（
火
）　

　

敦
賀
市
立
図
書
館

平
成
31
年

第
１
回
嶺
南
行
政
組
合
定
例
会

　

梅
津
隆
久
副
議
長（
美
浜
町
）の
辞
任
に
伴

な
い
、
副
議
長
選
挙
が
行
わ
れ
辻
井
雅
之
議

員（
美
浜
町
）を
選
出
。
敦
賀
市
長
、
渕
上
管

理
者
よ
り
提
案
理
由
説
明
を
受
け
て
後
、
議

案
審
議
、
一
般
質
問
を
行
い
そ
の
後
、
採
決
。

●
議
案
第
１
号

◆
平
成
30
年
度
嶺
南
広
域
行
政
組
合

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
と
も
に
２
億
１
１
１
６
万
２
千

円
の
増
加
で
補
正
後
の
予
算
総
額
は
１
０
億

８
２
６
１
万
５
千
円
。

　

原
子
力
発
電
所
の
稼
働
に
伴
う
、
県
か
ら

の
核
燃
料
税
交
付
金
の
増
加
が
主
な
要
因
で

あ
る
。

●
議
案
第
２
号

◆
平
成
31
年
度
嶺
南
広
域
行
政
組
合

一
般
会
計
予
算

　

歳
入
歳
出
と
も
に
９
億
８
０
６
７
万
７
千

円
、
前
年
度
比
１
億
９
２
２
万
４
千
円
の
増

額
。

　

歳
入
の
う
ち
、
核
燃
料
税
交
付
金
に
つ
い

て
は
、
原
子
力
発
電
所
の
継
続
的
な
稼
働
が

見
込
め
る
事
か
ら
、
今
年
度
と
比
較
し
て
１

億
２
千
万
円
を
増
額
し
て
４
億
８
千
万
円
を

計
上
。

　

歳
出
は
、
新
た
に「
嶺
南
地
域
企
業
人
材

確
保
支
援
事
業
補
助
金
」を
計
上
す
る
ほ
か
、

所
要
の
見
直
し
を
行
い
、
嶺
南
地
域
の
活
性

化
や
公
共
交
通
機
関
の
利
用
促
進
に
向
け
、

必
要
予
算
を
計
上
。

　

議
案
審
議
で
は
質
疑
は
な
く
、
そ
の
後
、

福
谷
正
人
議
員（
敦
賀
市
）よ
り
一
般
質
問
が

行
わ
れ
た
。

　

議
案
採
決
の
結
果
、「
第
１
号
議
案
」「
第

２
号
議
案
」共
に
、
討
論
は
な
く
、
全
員
賛

成
で
可
決
さ
れ
た
。

嶺南広域行政組合

　　　　　　　　　　　組合議員  上尾 德郎

平成31年第1回嶺南広域
行政組合定例会開催

解体予定の清掃センター



新議員による初議会を傍聴、町民の声をぜひ議会に!

第139号第139号 16第 139 号

委

員

長

副
委
員
長

委
　

員

児
玉　

千
明

松
井　

昭
人

井
上　

順
也

河
島　

浩
彦

松
岡　

茂
和

矢
野　

秀
夫

　

４
月
に
地
方
統
一
選
が
行
わ
れ
、
高
浜
町

議
会
に
も
４
名
の
新
人
議
員
が
誕
生
し
ま
し

た
。
そ
し
て
、
議
会
構
成
も
変
わ
り
、
新
た

な
体
制
で
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
す
。

　

広
報
委
員
会
に
も
、
新
人
議
員
全
員
が
所

属
し
、
新
し
い
目
線
で
の
議
会
だ
よ
り
が
ス

タ
ー
ト
で
き
る
こ
と
と
期
待
し
て
お
り
ま

す
。

　
「
開
か
れ
た
議
会
」「
議
会
の
透
明
化
」言
う

の
は
簡
単
で
す
が
、
実
際
に
い
か
に
町
民
の

皆
さ
ま
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、
身
近

な
も
の
に
す
る
か
を
念
頭
に
、
議
会
の
様
子

を
分
か
り
易
く
お
伝
え
で
き
る
よ
う
に
、
努

力
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

少
し
で
も
多
く
の
皆
様
に
、
議
員
各
位
の

奮
闘
ぶ
り
を
お
伝
え
出
来
ま
す
よ
う
、
広
報

特
別
委
員
会
一
同
、
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
今
後
と
も
ご
愛
読
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

文
責　

児  

玉　

千  

明

　　
広
報
特
別
委
員
会

　高浜町おやジィーの会では毎月
お出かけ見学会を開催しています
が、今回は新議員による六月議会
を「番外編」として傍聴しました。
　町民にとって議会を傍聴する機
会はなかなかありません。
　会員も議会を傍聴するのは初め
ての方ばかり。
　広い議場に入ると目の前に議員
席、対面する形で理事者の皆さん。
　無駄声もなく「神聖」な場である
ことがわかります。

　新議員による初議会です。議員の皆さんの背中には町民の声があります。選挙で訴えら
れたことが一つでも実現できるよう緊張感のある議会として大いに期待します。

高
浜
町
お
や
ジ
ィ
ー
の
会

お
出
か
け
見
学
会

（高浜町おやジィーの会事務局・山中義和）

上尾議長との傍聴記念写真

高 会町浜 議 9月
定例会

■町民の皆様の議会傍聴大歓迎です!  事前予約は不要です。

■次回定例会は9月です。お待ちしております。
■受付は会議当日議会事務局で行っております。 ぜひ議会

傍聴に
お越し
ください!高浜町議会事務局お問い

合わせ
☎0770（72）7710

http://www.town.takahama.fukui.jp/index.html
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